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1． は じめ に

　本 研 究 の 目的は ，与 那 国 島に お い て 最 古 と され る遺 跡 で あ る北 海 岸 の トゥ グ

ル 浜 遺跡 （Fig． 1）の 年代 を 明 ら か に す る こ と に あ る 。本 研 究 は トゥ グ ル 浜 遺

跡 の 考 占学編年 上 の 位 置 づ けを よ り明 らか に す る と と も に ，当時 の 海 水 準 の 位

置 を決 定す る た め に ，地 学上 貴重 なデ
ー

タ を提供 す る こ とに なる 。

　 同遺 跡 は こ れ ま で ，先 島 地方 に お け る 新 石 器 時代 の な か で 沖縄八 重 山編 年の

後期 に 位置 し，約 2，000 年前 頃 の 人 た ち が 残 し た も の と 考 え られ て い る （沖縄

県 教 育委員 会 ， 1985）。 しか し，立 地条 件 ，石 器 の 出土 状況 な どか ら，下 田原 式

と よ ばれ る 土 器 を 使 っ て い た 前 期 の もの か も知 れ な い と い う考 え もあ る （安 里 ，

1989）。 そ の よ うな議論が あ りな が ら ，現在 ま で
14C

年 代 が 測 定 され て い な か っ

た 。 ト ゥ グ ル 浜遺跡 （Fig。 1）は 与 那 国 空港 の 下 に 埋 もれ 、現 在 は 確認 す る こ と

は で きな い （Fig． 2）。 そ の た め 今 回 ，沖縄 県 教 育 委員 会文 化 課 に よ る 1，983 年

の 発 掘 調 査 に お い て 得 られ た ，シ ャ コ ガ イ の サ ン プ ル に つ い て
14C

年代 の 測 定

を行 っ た 。

　今 回 の 測 定結 果 に加 え ， トゥ グ ル 浜 遺跡 の 東 方 に存在す る トゥ グ ル 浜 砂 丘 砂

層 中の 埋 没腐植層 が 人 工 とみ られ る打剥 痕 を も つ 大型 貝殻 を比 較 的 多量 に含 ん

で い る こ と か ら，そ の 層 中か ら採 取 した埋 没腐 植 層腐植 お よ び シ ャ コ ガイ の
14C

年 代 （古 川 ，
1977）を暦 年代に 較正 し，比 較 の た め使 用 し た 。今 回 の 年代 測 定試

料採 取 地点 お よ び古川 （1977）に よ る 試料採取 地 点 を Fig． 2 に 示 す。ま た
， 当時
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の 海 岸線 を推定 す るた め ，新た に 採 取 され た ビー
チ ロ ッ ク の

14C
年 代 の 測定 も併

せ て 行 い 、検討 した 。 そ して ，それ ら
14C

年代 測 定結果 か ら ， 調 査地域周 辺 の 海

水準 復元 を試み た 。

　与 那 国 島 に お け るそ の 他 の 遺跡 は ， 14 （？）世 紀一 16 世紀 頃 の もの と され て い る

が ，詳細 な調 査 が行 われ て い な い 遺 跡 もあ り，位 置 ・時代 区分 と もに 判然 と し

な い もの もあ る 。

2． ト ゥグル 浜 遺 跡に つ い て

2− 1．　 位置 と環境

　先 島地 方は ， 宮 古島を 中心 に 点 在 す る 島 々 か らな る 北 の 宮 古諸 島か ら ， 南 は

西表 島 と 石 垣 島を中 心 と した 島 々 か らな る八 重 山諸 島 へ と 連な り，そ して 西 端

の 与那 国島 ，尖 閣列 島を経 由 して 中 国 大 睦に 至 る 。与那 国島 は 日本 の 最西 端 （24
°

20
’

N，123
°

34r 　 E＞に あ た り，台 湾 の 東約 110Km に 位 置す る 。面積 は約 28 ．84Km2

の 小 島で あ る 。 島 の 基 盤 は 新 第 三 紀 中新 世 の 八 重 山層 群 か ら な り ， そ の 上 を ，

第 四 紀 更新世 の 琉 球石 灰 岩 が 不 整 合 に 覆 っ て い る 。 ま た ，琉 球 石 灰 岩 の 段 丘 は

高位 か ら 1 〜 IV面 に 区 別 され て い る が ，完 新 世の 段 丘 が 隆 起 し た 地 形 は 確 認 さ

れ て い ない （大村 ほ か ， 1994）。

　先島地 方 に お け る遺跡 発掘 調査 は 1，　904 年 に 始 ま り， 1，970 年 代後半 か ら は 開

発 に 伴 う行 政側 に よ る 緊急 の 発 掘 調査 が 頻 繁 に 行 わ れ ，遺 跡 の 位 置 と時 代区 分

が 明 ら か に され て き た 。 新 石 器 時 代 の 先 島 地方 の 遺跡 の 分 布 状 況 を Table　 l に

示 す。先 島地 方で は，石 垣 島の 大 田原遺跡 の
14C

年代 が 最 も古 く，3，970 ± 95 （yr ．

BP）を示 し （安 里 ，1989）， こ の 時 代 の 遺跡 の 多 く は 海岸 近 くの 台 地や 砂 丘 に 立

地 し て い る こ とで 特徴 づ け られ る 。

　 ト ゥ グ ル 浜 遺 跡は ， 与 那 国 島 に お い て 初 めて 確 認 され た 八 重 山編年 の 新石 器

時代 遺跡 で あ り， 与那 国島 に お い て 最 も古 い 遺 跡 と され る （安 里 ， 1989）。現 在

は 与那 国 空港 の 下 に埋 もれ 、確 認 す る こ とは で き な い
。 また ， 同遺跡 は こ れ ま
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で ，八 重 L［1編 年 の 新石 器 時 代 の 後 期 に 位置 し， 占く と も約 2，000 年前 頃 の 人た

ち が残 した もの と 考え られ て い た。

　 ト ゥ グ ル 浜 遺 跡 は 沖縄 県 与那 国 島 の 北 海岸 ， 祖 納 集落 の 西 方 ， トゥ グ ル 浜 と

呼 ば れ る 小 さな砂 浜 に 面 した所 に 位 置す る。そ こ と海 岸 との 間お よそ 200〜 300

m の 幅は ，標 高 5〜12m 程 の 琉球 石 灰 岩 の 台地 が 形成 され ， 遺跡 は こ の 台 地 の 平

坦 面 に 形 成 され て い た 。 しか し ，現 在は 与那 国 空港 の 下 に 埋 もれ て い る。 こ こ

は 小 川 が す ぐそ ば に あ り ， 水 が 手 に入 りやす い こ と，海 や 魚 を獲iりに 海 へ 出や

す い こ とな ど の 理 由で ，大昔の 人 達 は こ の あ た りに 住 む こ と に した と考 え られ

て い る 。

　 また ，東 に 隣 接 す る トゥ グ ル 浜 の 砂 丘 は そ の よ うな 石 灰 岩海岸 の 狭 い 平 地 に

で きた も の で あ る。前 面 の 海 は ，あ る 程 度 の 浅 い 地 域は あ る が ラ グ
ー

ン は 小 さ

く，深 い 海 と荒 い 波 が か な り近 い 所 まで 迫 っ て い る と い う環 境に ある。

2− 3．　 層序

　トゥ グ ル 浜 遺 跡 の 基盤 岩 は ，琉 球 石 灰 岩 の 礁 性 石 灰 岩 部 層 で あ る 。
そ の 上 位

に ，東 方 砂 丘 域で 認 め られ る宇 良部砂 礫 層 と完 新 世 の 隆 起 サ ン ゴ 礁 石 灰 岩 は 確

認 で き な い 。 ト ゥ グ ル 浜 遺 跡 包含 層 で あ る 沖積 層 は ，そ の 色 か ら以 下 の よ うに

2 つ に 区分 され て い る。

1） 下部 遺物 層 は 黒褐 色 土層 で 遺物 の 量 が最 も多 く，石 器 の ほ か に ，骨 や 貝 の 集

中がみ られ る。

2）上 部遺 物 層 は 暗褐魚土層 で 固 く，多 くは ない が遺 物 を含み 全体 に 広 く分布 し

て い る 。 場所 に よ っ て 下位 の 黒 褐色 土層 が 無 く ， 直接下 が琉 球石 灰 岩 とな る。

　 1，983 年の 発掘調 査 開始当時，沖積 層 の 上 に は 砂 丘 砂 層 が広 く分布 し，遺跡 地

一
帯 は， 30− 100cm ほ どの 厚 さの 砂 が堆 積 し て い た と考 え られ る 。周 辺 部 に は

そ の よ うな状 況 を示す砂 丘 の 層 が あ る が ，現 在 で は ト ゥ グル 浜 遺 跡 域 が 飛行 場

の 下 に な っ て い るた め 直接確認 は で きない 。
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2−4．　 遺物 の 概要

　 沖縄県 教育委員 会 文化 課 （1985） に 基 づ く と 、 同遺跡 か らは ，今 の とこ ろ土

器 の 確 認 は な い 。緑 色片 岩 （神 谷厚 昭 氏 同定 に よ る〉 を素 材に 刃 部 の
一一

部に の

み研磨 を施 した局 部磨製石 斧 ，石 製 ドリル ，敲 打器 ，す り石 ，有孔 石 器 ，砥 石 ，

石 皿 な どの 石 器 が 出 土 し て い る 。貝 製 品 と し て シ ャ コ 貝 製貝斧 ， ク モ ガ イ突 起

部加 工 品，有 孔貝 製 品 ， ク モ ガ イ 製加 工 品 ，ヤ コ ウガ イ蓋 製 ス ク レ イ パ ー
，骨

製品 と して イ ノ シ シ の 腓骨 を利 用 した 骨 針 ，イ ノ シ シ 牙 製 品，有 孔 サ メ 歯製 品

な どが 出土 して い る （安里 ，1985）。

　先 島地 方 新石 器 時 代 の 編 年 に よ る と， トゥ グル 浜 遺 跡 は こ れ ま で ，土 器 が 出

土 しな い こ とか ら，八 重 山編年 の 新石 器 時代 後 期 の 今か ら約 2
，
000 年 前 頃 の 人

た ちが残 した も の と考 え られ て い た 。 しか し ，海岸 近 く の 台地 に 住ん で い る こ

と ， 石 斧 が 占 い 時 期 の 形 が 多 い こ とな どか ら， 土器 を 使 っ て い た 前期 の もの か

も知れ な い と い う考 え もあ る （安 里 ，1989）。 も し，前期 の 遺跡 とす れ ば ，時 代 区

分 は約 4
，
000〜 3，300 年頃 ま で 遡 る こ と とな る 。

3．現 地調査

　 トゥ グ ル 浜 遺 跡 の 現 状 と与 那 国 島北海 岸 の 完 新世 の 海水 準 を 明 ら か に す る た

めに ，
2

，
001 年 6 月 21 日か ら 6 月 27 日 と 2

，
002 年 2 月 28 日か ら 3 月 7 日まで

の 間 に 現 地調 査 を行 っ た 。そ の 結 果 ， トゥ グ ル 浜 遺跡 は ，飛行 場 下 に あ り確認

す る こ とは で き な い が ，東 方海 岸 で ， 旧 汀線位置 を 示 す ， ビ
ー

チ ロ ッ ク を調 査

す る こ と が で きた 。こ の ビ ー
チ n ッ ク は 砂 浜 に 東 西 100m にわた っ て 広 く発 達 し、

さ ら に 東 方 の 琉 球 石 灰 岩 の 小 湾 口 で で きた 小 規 模 な砂 浜 に 点 々 と認 め られ る。

こ の うち、飛行 場 に 隣接 す る砂 浜 で は 、板 状 に 層 状 を 呈 す る板干 瀬 （い た び し）

と呼 ばれ る産状 を 呈 す る状 態 に な っ て い る 。 こ の 板 干 瀬 は 、沖縄 本 島北 部西 海

岸 の 喜如 嘉 で は 、沖縄 県 の 天 然 記 念物 に指定 され て い る （沖 縄大 百 科 事 典 ）。 こ
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の ビ
ー

チ ロ ッ ク 中の 化 石 は 礫 と し て 様 々 な年 代 の もの を含 む 可 能性 が あ る。そ

の た め 、 円摩 度 の 低 い もの で 、 ビ ー チ ロ ッ ク が形 成 され て い た 時 代 に 生 き て い

た と思 わ れ る もの を複 数 選 び 出 し て 測 定 した 。 それ らの 値 が 揃 うよ うで あれ ば

当時 の 海岸 線が ほ ぼそ こ に 近 い 位置 に あ っ た こ とが推定 され る。

　位 置 計 測 に は ，ハ ン ド レ ベ ル ，測 量 棒お よび クツ ノ メ
ー

タ
ー等 を用 い ，与 那

国 島 の 久 部 良港 ， 比 川 に お け る測 定値 を基 準 に 高度 補正 を 行 っ た 。 そ の 際 ， 各

調 査地 域 の 潮位 は ， 調 査 地 域 に 最 も近 い 地 点 の 潮位 に換算 し て 平 均 潮位 上 の 高

度に補正 した （平均潮位 を 0 と し ， そ れ 以 上 を＋
， そ れ 以 下 を一と した ）。

　 ビーチ ロ ッ ク で は な い が ， 旧 汀 線 を 示 す良好 な化 石 を祖 内 の 海 岸 で 採 取 した

（Fig．1，010525 −1）。それ はオ オ ジ ャ コ ガ イ で あ る 。二 枚貝 の
一片で あ っ た が ，

こ れ は ，港湾 を作 る た め に ， 7m 程 の 水深 ま で を ユ ン ボー
で 掘削 し た とき に海 底

か ら得 られ た もの で ， 当時 の 水深 7m 〜Om で 生 息 して い て 化 石 化 した もの とみ

られ る。 島 内 に は
一

つ が い の 貝 片 も認 め られ ，西表 島な ど で は
一

つ が い が つ い

た オ オ ジ ャ コ ガ イ の 化 石 が 100 個 体 以 上 砂 浜 か ら掘 り出 され 当時 の 生 息域 をほ

とん ど移 動 せ ず 化 石 化 した と考 え られ て い る 例 が あ る。以 上 の こ と か ら ，こ の

オ オ ジ ャ コ ガイ は 当時 の 海 面 は 現 在 の
一7m 以 上 に あ っ た こ と を 示 すデ ー

タ と し

て 用 い る こ とがで きる 。

年代 測定 サ ン プル

3− 1．　 トゥ グル 浜遺跡 の 貝 片

　用 い た 年代測定 用 資料 は ， 与 那 国 空港 整 備 工 事 計 画 に 伴 い ，滑 走路延 長 予 定

地 内 に 含 まれ る こ と に な っ た 「ト ゥ グル 浜 遺 跡」 の 記録保 存 の 目的 で ，教 育 委

員会 文化 課 に よ っ て 1
，
983 年 6 月 28 日 よ り 10 月 11 日 の 間，行 われ た発掘 調査

に よ り得 られ た もの で あ る。 トゥ グ ル 浜 遺跡 の 発掘 調査 は ，1，983 年 6 月 28 日

よ り 10 月 ll 日 の 間実 施 され ，遺構 の デー
タ収 集 と遺物採 集が行 われ た 。発掘

お よ び 採集 に よ っ て 得 られ た 遺物 は ，す で に 記 した よ うに 、石 器 ， 貝 製 品 ，骨
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製 品 お よ び 獣 魚 骨
・

貝 殻 等 が あ る 。ま た ，沖積層下部 の 黒 褐 色 土 層 か らは 焼け

た 獣魚骨 と琉 球石 灰 岩礫 の 出土 もみ られ た。

　今回 の
14C

年代測 定 に は遺跡 包 含層 よ り得 られ た シ ャ コ ガイ を試料 と して 用 い

た （試料 NQ．8500302
，
　 Fig．2）。測定 に 用 い た 貝 の 写 真 を Photo ． 1 に 示 す。 出

土 層 は 沖積層下 部 の 黒褐 色土層 で あ り，標 高 は 約 5m で あ る 。 同 層 か らは石 斧 ，

ク モ ガ イ 製加 工 品，多 量 の ヤ コ ウガイ 蓋製敲 打器 ，
イ ノ シ シ の 骨を利 用 した骨

針 ，有孔 サ メ 歯 製 品 ， ウ ミガ メ の 骨 な ど様 々 な遺 物 が 出 土 し た 。測 定 し た 貝 に

は 加 工 の 跡 こ そ み られ ない が ，多 量 に 出 土 し，食用 に され た （破壊 され た 貝 ？ ）

可 能性 が 高 い こ と等 （沖縄県 教 育 委 員 会 ， 1985）か ら，遺 跡 の 形 成 時 期 そ の も

の を示 し て い る と考え られ る 。 よ っ て ，今回 測 定 され た 貝 の
14C

年 代 を トゥ グ ル

浜遺跡 の
14C

年 代 と した 。

3− 2．　 与那 国 島北海 岸 の 化石

　今 回 の 測 定 に 用 い た サ ン プル は ，2，001 年 6 月 24 日 に 採 取 した ビー
チ ロ ッ ク

に 含 ま れ る ヒ メ ジャ コ ガ イ お よび サ ン ゴ 片 で あ る （Photos ． 2
，
　3）。 ビ ー チ ロ ッ ク

は 2，001 年 お よ び 2，002 年 の 調 査 に よ り、 トゥ グ ル 浜 遺 跡 よ り約 500m 東 の 与那

国飛行場 東 に 隣接す る海岸 で確 認 され た。

祖 内海 岸 で 得 られ た オ オ ジ ャ コ ガ イ 化 石 も測 定 され た 。 こ れ は 現 在 の 水深 7m

以 浅 の 砂 礫層 中に埋 没 して い た もの か ，護 岸 工 事の 際 掘 り出 され た 物 で あ る 。

4．　 年代 測 定

　放射 性 炭 素年 代測 定 は ， 1，　940 年 代末 に Libby （1955）に よ っ て 開発 され た 放

射 壊変 に よ る
14C

の 減少 プ ロ セ ス を用 い た 年 代 測定 法 で あ る 。

14C
年代 は ，

14C
の

半減期 を 5，　568 年 と し，過 去 の 大気 の
14C

濃 度 を
一

定 と仮 定 して 計算 した年代 で

ある 。

14C
の 生成 率 が

一
定 の 時 ，生成量 と壊変 量が 釣 り合い （放射 平衡状態） 地

球上 の
14C

量 は ほ ぼ
一

定 に な る。ま た ，大気 中の 炭 素 同位体
12C

：
13C

：
14C

は 0．988 ：
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0．011 ： 1．2 × 10
−12

の 割合 で 存 在す る 。植物 が 光 合成を行 い 大気 中 の 二 酸 化 炭 素

を取 り入 れ る 際，
12C

，
13C

，
14C

と も同 じ 比率 で 取 り込ま れ る と い う仮定が成 り立

つ とき，植 物 内の
14C

濃 度は当時 の 大気 中 の 濃度 と等 し くな る 。 さらに，食物連

鎖 に よ っ て そ れ を食 す動 物 の 体 内 も同様 で あ る 。 と こ ろが ，生 物 が死 ぬ と外 界

と の 炭素 の 交換が停止 し，そ の 後 は 時 間の 経過 と共 に
一

定 の 割合で
14C

だ けが減

少 し て い く。 その た め 試料 中の
14C

濃度を 測定 し ， そ れ を初期濃度 と比 較す る こ

とに よ っ て 年代 が算 出 され る仕組 み とな っ て い る。

　
14C

が放射 壊 変 に よ り元 の 数 の 半分 に な る ま で の 時 間は 放 射 性 同 位体 に 固 有 な

定数 で あ り，現在 最 も信 頼性 の あ る数 値 は 5，730 ± 40 年 で あ る 。 し か し年代 測

定 を行 う際に は ，Libby の 提 唱 した半減 期 5，568 年 を用 い る の が 国際 的 な慣 例 の

よ うで あ る 。

　 しか し， こ の 原理 が 成 り立 つ た め に は い くつ か の 条 件 が あ る 。 そ れ は ， 1）試

料 が 外界 か ら隔離 され た とき の 試 料中 の
14C

濃度 が 正 確 に わ か っ て い る こ と。

2＞ は 試 料 が外 界 か ら隔 離 され た後 は 外界 と の 炭 素 交換が 全 くな く閉鎖 系 に保 た

れ て い る こ とが 守 られ て い な けれ ば な らない 。

3） ま た 実際に は ，仮 定 に 反 し動植 物 体 内 へ の 炭 素 同位 体 の 取 り込 み は 個 体 ご と

に異 な るた め ，こ の 同位体分別 効果 に つ い て も補 正 す る必 要が あ る。4＞そ の 上 ，

地 球 上 にお ける
14C

の 存在 も
一

様 で は な い 。
一

般 的 に 海洋 の 炭素 に 由来 す る試 料

は 大気 中の も の よ り 400 年 ほ ど古 い 値 を示 し ，海 洋 の 影 響 を受 け た 試 料 を測 定

す る場合 に は ， こ の 海 洋 リザ ーバ ー
効果 に つ い て も補正 す る 必 要 が 出て くる 。

5） こ う して 得 られ た 年代 を， さ らに
14C 一年輪 年 代 対応 デ ー

タ に 基づ い て 暦 年代

へ 較 正 す る。 こ の 較 正 は，過 去 の 大 気 中 の
14C

濃 度 に は 変動 が あ り，計算に 用 い

る
14C

半減 期 5
，
568 年 は 真 の 値 か らずれ て い る た め に行 う補正 で ， 年 輪年 代 （暦

年 代）が 明 白な樹木試料 を基準 に し，補 正 値 に換 算す る 。

　 トゥ グ ル 浜 遺跡 包含層 よ り得 られ た シ ャ コ ガ イ化 石 ， ビ
ー

チ ロ ッ ク よ り得 ら

れ た ヒ メ ジ ャ コ ガ イ お よ び サ ン ゴ 片試 料 に つ い て は ，名 古 屋 大 学 年代 測 定資料
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研 究セ ン ターの タン デ トロ ン 加 速 器 質 量 分析 計を 利用 し，放 射性 炭素年 代 測 定

を行 っ た 。 そ れ ら に つ い て は ，本 論文 で は 試 料 の 調整 を以 下 の よ うに し て 行 っ

た。

　 まず試 料 を超 音 波洗浄機 で 攪拌 し，そ の 後 酸 処 理 を施 し，表 面 の 不純 物 を溶

解 し取 り除 い た 。 次 に リ ン 酸分解す る こ と に よ っ て 試 料 中の 炭素 を CO2 化 し ，冷

媒を 用 い て 炭素以外 の 気 体 を除 去 し た。精 製 した CO2 の
一

部 を δ
13C

用 に 分取 し，

残 りを水 素還 元 法 に よ りグ ラ フ ァ イ トタ
ーゲ ッ トと した 。

　測 定 に は Libby の 半減期 5，568 年 を用 い ，試料 よ り分 取 した δ
L3C

値 を Finnigan

Mat −252 に よ っ て 測定 し ， 同位体分別 補正 を行 っ た 。 さらに 1，　998 年 の 較正 曲線

Radiocarbon 　Calibration 　Program ：　CALIB 　　Ver．4．3　（Stuiver 　et 　al ．
，　1998）

に 基 づ き暦 年 代 （年輪年 代〉 へ 較正 した 。 そ の 際 ，海 洋 リザーバ ー
効果 補 正 も

行 っ た
。 サ ン ゴ 片試 料 に 関 し て は ，塊 状 の ρorites 　 s ρ．で 未 変質 な もの を選別 し

年代 測定 を行 っ た 。

5．　 結 果

　 Tables　 l
，

2 に 今回 測定 した 試 料 の 実験結 果 と デ
ー

タ を示す 。　 NUTA は 名 占屋

大学 に よ る測 定 を意 味 し，Gak は 学 習院大 学に よ る 測 定 を 意 味す る 。
14C

年代 値

を yr 　 BP で ，暦 年代 へ 較正 した年 代 cal 　 BP は 西 暦 1，
950 年 か ら遡 っ た 年数 を示

す。

　 トゥ グル 浜 遺 跡 の 高度 5m に て 採 取 した シ ャ コ ガ イ化 石 の 較 正 暦 年 代 値 は

4，410cal 　 BP
， 誤 差範囲 4，372

− 4，447　BP （100％）を示 した 。 また ， 北 海岸 の 海面

下 40cm か ら採取 した ビ
ー

チ ロ ッ ク 中の ヒ メ ジ ャ コ ガイお よび サ ン ゴ 片試 料の 較

正 暦 年 代値 は ，それ ぞれ ，2，138cal 　 BP
，

1
，
　 894　 cal 　 BP を示 した 。 西暦 2，000

年 を基 準 とす る と，同遺跡 は 4，460 年 前 とな る 。

　祖 内海 岸 の オオ ジ ャ コ ガイ 化 石 の 較正暦 年代 値 は 6，484cal 　 BP を示 した 。
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6．　 考察

6− 1．　 トゥ グ ル 浜遺跡 の 年代

　 トゥ グ ル 浜 遺跡は ， 今回 明ら か とな っ た年代値 4， 410cal 　 BP に よ り，お よそ

今 か ら 4
，
　400 年 ほ ど前 の 八 重 山編 年 の 新石 器 時代 前期の 年代に 相当す る こ とが

示 され た 。 以 前 か ら ， 安 里 に よ っ て 前 期 の 遺 跡 で あ る 可能 性 が 示 唆 され て い た

が ，今回 の 結果 は ，そ の 考 え を 支持 す る 結果 と な っ た 。 同 時 に ， 先 島地 方 の 新

石 器 時代遺跡 中の 測 定例 で は ， ト ゥ グル 浜 遺 跡の
UC

年代値が最 古で あ る こ とが

明 らか とな っ た 。

　 こ れ ま で 先島地 方 の 新石 器 時 代遺 跡 で は 最古 と され て きた 石 垣 島の 大 田原 遺

跡 の
14C

年代 3，　970 ± 95　 yr　 BP よ り，約 500 年 も古 い 年 代値 を示 し た 。 し か し，

先島地 方 に お け る遺跡 の
14C

年代値は ， そ の 多 くが未較 正 値 で あ る た め ，今 回 の

較正 暦年代値 と直接比 較す る こ とは で き な い 。 よ っ て ，未 較 正 の
14C

年 代値 を正

確 に 較正 し，比 較 ・検討 する こ とは 今後の 課題 と され る 。

6−2．　 与那 国 島北 海岸 の 古汀線位 置

　従 來 の 海 水 準 変動 曲線 に っ い て は ，Pirazzolli （1991 ）は 沖縄 本 島南部 の 海 水

準 の 変 動 曲線 を示 し，Saito （1991）は 日本 （本 州 ）お け る海 水準 の 変 動 曲線 を

示 した 。

　 こ れ ら に よ る と ，陸上 で あ っ た こ と を示 す ト ゥ グル 浜 遺 跡 お よび 古川 （1977）

に よる トゥ グル 浜砂 丘 砂 層 の
14C

年 代値 は ，ど の 海水 準変動 曲線 よ りも上に 位置

す る 。
し か し

， 砂 丘 砂 層 は 海 岸 に 近 い 位置 で な け れ ば形 成 され な い た め ， 当時

の 海 水 準 に 比 較 的 近 い 位 置 に あ っ た と推定 され る 。
一

方 海 中の 環 境 を 示 す ， オ

オ ジ ャ コ ガ イ （OIO525
− 1）や ビ ー

チ ロ ッ ク 中 の 化 石 も ，
こ れ ら 2 つ の 曲線か らそ

う へ だ た る と こ ろ に は な い は ず で あ る 。
こ れ ら の こ とか ら ， 与 那 国 島北 海 岸 は

約 6，500 年 前以 降 は ，変 動 曲線 と矛 盾 しない 結 果 を示 した 。

　 こ れ に よ る と ， 今回測 定 され た サ ン プ ル の 値は ，
い ず れ の 海 水 準 変動 曲線 と
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もそ れ ほ ど矛 盾 し ない 。強 い て 言 え ば ，Piluzzoli の 曲線 に近 い と言 えそ うに み

え る 。 よ っ て ，与那 国 島北 海岸 の 海 水 準 は，数 千年 前以 降は ， こ れ ら の 変動 曲

線 に 近 い 変化 を した と考 え られ る 。 すなわ ち ， 現 在 の 海 岸 線 と ± 5m 以 内の 範 囲

内 に あ っ た こ と が 推 定 で きる 。

7．　 ま とめ

　 1） トゥ グル 浜 遺跡 中 の 貝化石 の
14C

年 代 の 較正 暦年代値は ，4
，
410　 cal 　 BP を

　　 示 した 。
こ れ よ り ， 同 遺跡 の 下層 は今か らお よそ 4，500 年前 の 遺 跡 で あ る

　 　　と推 定で き る 。

　 2） こ の 値 は ，八 重 山編年 の 新 石 器 時代 の 前期 の 年 代 か そ れ よ り古 め の 年 代を

　　 示 し，先 島地 方 の 新石 器時 代遺 跡 で は 最 古 の 値 を示 す。

　 3）　ト ゥ グ ル 浜遺跡 周 辺 の サ ン プ ル の
14C

年 代値 は ，従 来 の 海 水 準変 動 曲線 と

　　 ほ ぼ
．一
致 し た 。 こ の こ と か ら，与 那 国 島北海 岸 は 数 千年前以 降，ほ ぼ 現在

　　 の 海水 準 と大 き く変 わ る こ との な い 位 置 に あ っ た と推測 で き る。
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図 1 ：調 査 域　 （与 那 国 島北海 岸 ）

Fig，1Location 　map 　of 　Tuguru−hama 　ruins 　oll　the　northern 　coast 　in　Yonaguni

Island．

図 2 ： 与那 国島北海岸に お け る サ ン プ ル 採 取 地点 （空 港拡 張 前）

Fig．2Sampling 　sites　at　the　northern 　coast 　in　Yonaguni　Island，　plotted　on 　the

map 　made 　before　construction 　 of 　Yonaguni 　Air　Port．

図 3 ：与那 国 島北海岸 周 辺 の
14C

年代分布 と海水準変動曲線

Fig．3　 Relative　 sea　 level　 curves 　 during　 the　 Holocene 　 period　 and 　 dated

samples 　 in　this　paper．
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表 1 ： トウグ ル 浜遺 跡 と与那 国 島北海岸 ビ ー チ ロ ッ ク の 年代 測 定結果

Table．1　Calibrated　14C
　ages 　of　coral 　and 　the　shell　fragments　obtained 　from

Tuguru−hama　ruins 　and 　beach　rocks 　in　Yonaguni 　Island．

表 2 ： 与那 国 島砂 丘 砂層 中の 年 代 測 定結 果
Table ．2　Calibrated　14C 　of　the　buried　humus 　layer　and 　thc　corals　obtained 　from

the　layer　containing 　　 human 　　 remains 　in　Ybnaguni 　 Island　after

Furukawa （1977）．
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写 真 1 ； トゥ グ ル 浜遺 跡 よ り出土 した シ ャ コ 貝 化 石

Photo　l　 Dated　fossil　shell　fragment　obtained 　from　Tuguru −hama 　rulns ．

写真 2 ： ビ ー チ ロ ソ ク 中の ヒ メ ジ ャ コ 貝

Photo　2　Dated　shell　fragment　obtained 　from 　beach　rocks 　in　Yoanguni　Island．

写真 3 ： ビ ー チ ロ ッ ク 中の サ ン ゴ 片

Photo　 3　 Dated　 coral 　 fraglnent　 obtained 　 from　 beach　 rocks 　 in　 Yonaguni

island．
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 age  measurement  of  carbonate  samples  recovered

from  Tuguru-hama ruins  and  beach rocks  in Yonaguni

rsland, Japan
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  Abstract

        
i`C

 ages  of  Tuguru-hama  rutns  and  beach  rocks  in Yonaguni  Island,

Okinawa  Prefecture  were  dated  using  with  shell  and  coral  fragments  collected

from the  sites.  The  
i`C

 age  of  the  shell  recovered  from Tuguru-hama  ruins

shows  4,41e  cal  BP. This age  represents  that  the  Tuguru-hama  ruins  was

constructed  at  about  4,5ee  years  ago,  and  it is  oldest  ruins  in Sakishima

(Southwest Ryukyus)  area.  The  ages  of  beach  rocks  showed  that  the  sea  level
                                                         '
has been  almost  same  since  6,5ee  year  ago.
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